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九州1工業技術試験所

東工試とか大工試という名は耳なれているが九工試

というとむしろ知ら放い人の方が多い.しかしそれは

無理もないことで通商産業省工業技術院傘下の15の試

験研究所のうちで昭和39年7月1目に設立されたばか

りである.筆者はシラス征と火山噴出物の利用開発

を重要研究テｰマにしている同試験所からの招きで最

近鹿児島県下の調査の帰りに立寄ったがすべてにわた

るその新鮮さに強い印象を受けた.同所の研究業務は

これから地質調査所ともっなかりがありそう校ので次

にその概略を紹介したいと思う.

九工試は佐賀県鳥栖市宿町にある.鹿児墨本線と長

崎本線の分岐点鳥栖駅の西方約2kmに位置し10万km2

(3万坪)の広大な面積を占めほかに職員住宅用地2

万km2(6千坪)が隣接している.佐賀県にあるとい

っても鳥栖駅から博多駅まで急行ヤわずか30分しかか

から粗いしまた試験所のすぐ横を走る国道34号線によ
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り自動車で約60分で福岡市に達することができる.

今のところ門柱もなく塀も枚く.筑後平野の広々とし

た水岡に囲まれ敷地の中に本館と恒温恒温庁舎の2棟

が建っているカミ本館の増設工事と機械資源庁舎の建設

が本年2月末の完工を肩標に勢いよく進められていた.

付哲は鳥栖市の住宅地として最近急速に発展していると

ころで近代的な建物カミ続々と建てられつっあり同試

験所の官舎灘はその申にあってA地区とB地区(明年

はさらにC地区を追加)とにわかれている.

九工試の建設地として福岡市外の福間町｡北九州市

および久留米市などが候補に上っていたのであるが交

通が便利であると共に豊當な地下水に恵まれた平坦な広

い場所をというので鳥栖市が選ばれたということである.

九工試の構成および各課の業務は次のとおりである.
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資源の開発利用

資源開発用機滅装置

昭和37～38年に九州に国立の工業試験所を設置したい

という要望が地元から出されていたが39年7月に九州

工業技術試験所設置紀関する政令が施行された､当初

は東京および福岡に分室を置いて建設事務をとっていた

か40年遂月庁舎の一部落成に伴い鳥栖市に移転し5

月に開所披露式が挙行された｡化学部および機械金属

贈東方からみ恕丸工試全簸霜⑳蟻物勇堆雛崖の蟻物が檀滋憧滋序禽

北簾方からみ施丸エ織;拳潮の球部芽ま工尊噌岬その左遼カめ建錐中の建物が
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部の設麿および研究業務の開始が同年7月資源開発部

の設置は41年4月研究課制の実施は同年7月であった･

今のところ第1期計画による建設の途上にあって建物

はまだ全部が完成しておらず職員も現在定員73名であ

るが第1期計画の終る昭和42年度には3部9課制･定

員100名となる予定でありそれ以後も引き続きいっ

そうの拡充がもくろまれている.

九工試の使命とするところは通商産業省工業技術院

所属の試験所として九州地方における機械･金属･化

学工業など二次産業の振興･鉱物資源の有効利用祖らび

に公害の防止だと工業技術に関し国が取り上げる必要

のある試験研究業務を行なうにある.そのために九工

試は独自の試験研究を行なうのはもちろんであるが工業

技術院傘下の他の試験所と密接なつ柾がりを保ち必要に

応じ研究を分担しあるいは共同研究を行なう.

また九州にある他の公設の研究機関とも連絡をとり

その中核とたって工業技術に関する試験研究を推進する.

さらに産業界の要望に応じ九州における材料試験や分

析技術などに関するセンタｰとしての役割を果たすこと

などを目標にしている.

九工試は新設であるだけに庁舎内を歩いているとい

かにも清新の気が満ち溢れている.まず第1に人が若

い.現職員62名の平均年令は30才であって50才以上

は所長ほか3名しかいない.所長･部課長を除く研究

員41名の平均年令に至っては実に27才という若さである.

建物そのものが新しいばかりではなく当然のことなが

ら机･いす･本箱なども最近入荷したスチｰル製の新品

ばかりである.本館はまだ全部が完成していないが

新しい工夫が目につく.たとえば暖房はストｰブやス

チｰムではなく温風装置によっているのできわめて衛

生的で清潔である.また各室に連なるピットにはガ

ス･井水･純水および真空の4主管が配置されておりこ

れらの実験室内の配管は床のみぞを通って導かれている.

電線はすべて壁や床に埋込みに在っており実験室内の

核磁気共鳴装置

使用に便利な位置に電気取出し口が多数配置されてい

る.

私たち研究者にとって最もすばらしいと感じられるも

のは1匝温恒温庁舎であって1,224m2(370坪)の2階建

庁舎全体がエアコンディジョンされており庁舎の中央

を走る長い廊下の左右に合計27の実験室カミ並んでいる.

その中にX線回折装置･螢光X線分析装置･常磁性吸収

共鳴装置･核磁気共鳴装置･螢燐光分光々度計･電子顕

微鏡･ガスクロマトグラフ･万能測定顕微鏡･万能投影

機･…桂どの実験機器が1つずつ入れてある.いずれ

もごく最近入荷したものであるから最新式のものばか

りで古い型のものは1つもない.なかには質量分析計

室のように室はできているが機器がまだ入っていない

というのが数室あった.

九工試の3部のうち資源開発部は地質調査所の業務

と密接た関係があるのでとくに詳しく説明することに

する.資源開発部というと地質調査所の業務と重複す

るよう枢感じがするカミ案はそうではなくむしろ地質調

電子顕微鏡
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査所の業務に接続するといった方が適切である.す松

わち地質調査所で行なった地質学的あるいは鉱床学的夢)

調査研究に引き続く次の段階を行なうにある.工業技

術院傘下の試験研究所でこれに類する代表的なものとし

て資源技術試験所があるが九工試の資源開発部は次の

ような特色をもっている.同部の錦正課では九州産

の未利用地下資源の活用を目的とし工榮材料製造法の

基礎的研究や工業化試験などの研究を行ない第2課で

は採鉱1輸送･選鉱柾どのほか製造工船の合理化を

目的とした開発用諸機械の試作改良汰とに関する試験研

究を行なうことになっている.いわば九州地方を中心

とした未利用資源の開発を採掘からコニ揚持ち込みまで

の前処理技術と窯業1製煉などの工場処理技術とに分

け全生産工程にわたる一貫した研究を進めようとする

ものでこれらを縦につないだ1本の太い線として当

該機械装置の改良･設計がある.資源開発部の当面の

研鬼大項目は次のようなものである.

火山噴出物の有用化

鉱物資源の開発技術

粉体加工技術

これらの中で地質調査所の事業と直接に関係のあるい

くつかの研究項目について次に説明する.

南九州に広く分布するシラスの利屏

本題については鹿児島県工業試験場その他で軽量骨

材･ガラスブロック1各種タイル･オｰトクレｰブ硬化

体などの製造実験が始められて久しい.その中でいく

らか綿織的な研究が進められたとみられるのは鹿児島

県工業試験場一麻生産業㈱一川崎重工業㈱一大阪工業大

学の共同研究による軽量骨材製造実験紀関するものであ

る.しかしこれまでの研究では骨材製造の可能性が

見出されたというだけで工業化に必要扱可採鉱量の正

確な調査1生産管理上の工程条件1技術および経済的指

数放との解析や組立への指針がほとんど示されていない｡

バイヅ繊選鑓鐙の一部

そればかりではたく樫量骨材としてσ堆能上の特徴に

もまだ多くのリスクが認められる段階にある苗

それではシラスの開発ひとつを取り上げてもなかな

かたいへんな仕事を弼部ではどのよう泣研究組織で進

めようとするのであろうか.筆者のこの疑問にこたえ

て研究室ヴ)構成計画が説明された.すなわち第1課

では岩石化学1建設素材1資源調査･岩石加工祖との研

究室灘とこれらを取り巻く焼成実験室･発光分光分析

装置や簡易赤外分売々度計や炎先々電光度計その他をも

つ数室の計測分析室1骨材調整室および焼成プラント室

などができ第2課では粉体1開発機械･加工機械･

工程制御などの研究室群とこれらを取り巻く開発機械

実験室や材料試験室などカミできる.これらの建設工事

は目下着々と進行中で本報が世に出る頃には研究組

織の基礎がほぽでき上る見通しである｡当面は軽石流

･火山灰抵どの火山噴出物ゆくゆくは岩石資源開発技

術研究を1つの特色とした研究体制設計の一端がそこに

うかがわれまた非金属鉱物資源の選鉱技術の開発にも

少なからぬ意欲が感ぜられた.

九州の沿岸に分布する砂鉄の利用

この問題はすでに多くの人や機関によって検討されて

きた.鉱床調査だけでも多数にのぼるが地質調査所

の原田技官の最近の報告(地質ニュｰス146号)では

約1億5千万宜の鉱量がありFe:Ti02二5:王のもの

が多数を占めているという.現在では陸上砂鉄が約

8,000t海底砂鉄が約5,00Ctの月産量をあげている程

度で特に海底砂鉄の採取および選鉱費の低減1チタン

などの低廉かつ有効匁回収の2間題が企業化への大き

な障害として残されている圭資源開発部では国立概

究所の立場から砂鉄問題の再検討をし危い意向のようで

前記夏点に着冒しており当面は基礎的調査をじっくり

と進める計爾のようである.ずで紀潟上流送申の磁力

回収について小形ブラント試験が始められておりほか

に画期的な採取法も検討されている古

化学糞験蜜�
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ボタ山の利用

この問題には九工試が九州に位置し九州にとって

ボタの問題は依然として重要である建前から十分の関

心が寄せられている.ただ軽量骨材としての利用につ

いては資源技術試験所を初めとしてすでに多くの研究

があり新目本軽量骨材㈱も発足した状態たのでその

他の利用面において九工試が貢献する道はないものかと

調査がすすめられている.その!つの表われは軽量

骨材に向かない多くのボタをボタセメントとして利用

する研究である.この製造費を下げるため自然発火

熱活用による有効粗半地下ガス化的ボタ焼方式などが検

討されている.筑豊地方の代表的恋ボタ4種を選び

焼成過程の科学的な調査とそれらによるボタセメント

の性能試験がすでに始められている.

一方回部ではボタという見方の頁岩とは別にこれ

からの採掘対象としての頁岩について興味ある研究計

画が立てられているようである.

石炭の開発利用

この問題については同部が未利用資源の開発を研究

の建前としていることから研究テｰマには取り上げら

れていない.しかし化学部では膨潤炭など九州炭の加

工利用問題に取り組んでおり石炭構成々分の分析放と

には新鋭機器をそろえてかなりっっこんだ調査がなさ

れている.

なお九工試では他の試験所と同じく業務に関連のあ

る工業技術の相談および指導一般の機器による分析･

測定･材料試験などの依頼に応じまた民間企業からの

委託研究を実施する制度がある.出版物としては九工

試ニュｰス･九工試報告年報だとが予定されている.

また庁舎のうしろに職員宿舎46月および独身寮1棟

(14室)が建てられておりブロックまたは鉄筋建築で

水洗便所･ガス使用のタイノレ風呂広窓厚ガラス･ドラ

フト付台所などの近代的設計が施されている.

九州に国立の工業試験所が新設された意義の大きいこ

とは改めて言うまでも狂いが九工試を参観して感じる

ことは工業技術院で現在論議されている設備の近代化

問題の生きたモデノレでもあるということである.恵ま

れた立地条件･すぐれた研究設備やりっぱな研究室そ

れに加うるに研究員の若さこれらはすばらしい未来を

約東するものであると思う.(撃者は地質部)
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